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新商品の発売と同時に�
CADデータも入手したい�

街並づくりまで意識した�
エクステリアを考えていくべき�

課題を出題し、それぞれが考えを図面化して持ち寄
り、みんなで意見交換する研究会が行われています。�

課題例�

●家族構成�

●所有車両�

父　　35才　会社員�
母　　35才　主婦�
長女　10才　�
長男　　8才�

セダン　　　　1台�
1BOXワゴン　1台�

●立地環境�

●施主の要望�
「オープン外構を…ただ防犯が心配」�
「休日は庭でくつろぎたい」�
「プライバシーはしっかり確保を」�

比較的静かな住宅街�
通勤時の交通量が多い�
北側空地（GLは高い）�
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のプランニングに触れると、提案する切

り口もいろいろあるということを実感し

ます。そのおかげで自分の考え方の間口

も広がったと思います。�

大嶌　それぞれのプランニングについて、

私個人の印象を言わせてもらうと、村山

さんは家の主を中心にした考え方、藤原

さんは女性ならではのやわらかさのある

デザインに特徴がありますね。星野さん

はオープン外構が得意で、とくに枕木や

砂利の使い方にこだわりを感じます。今

井さんは施工のしやすさを重視するタイ

プで、いちばんオーソドックスかも。で、

私はと言えば、ゴミ置き場や自転車置き

場をどうするかといった、実用面の使い

勝手を見栄えより重視するタイプ。矢端

さんは当クラブのニューフェイスで、ま

だ作品を見せてもらったことがないので、

これから楽しみにしています(笑）。�

矢端　（株）名正に入社して初めて御庭

番に触ってまだ4カ月の新米なので、わ

からないことばかり(笑)。でも、こうい

う会に参加させていただけるのはありが

たいことなので、これからいろいろ教え

てもらいながら、キャリアを積みたいと

思っています。�

今井　私は、ざっくばらんに情報交換が

できることが、このOOCの良さだと思

います。同じエクステリア業界でも、そ

れぞれの会社によってメインとしている

分野が微妙に違うので、個人個人の得意

分野も違う。だから、自分がよくわから

ないことがあっても、誰かに教えてもら

ったり、お互いにカバーし合って知識を

得ることができるので助かっています。�

大嶌　自分が使ったことがない商品の情

報を得られるという点でも知識が豊富に

なるので、プランニングやセールストー

クの幅も広がります。�
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司会　御庭番の使い勝手はいかがですか。�

藤原　平面図でわかりにくい部分という

のは、自分の頭の中でもわかりにくいも

のなので、ずいぶん御庭番に助けられて

います。御庭番を使ってパースを立ち上

げると、そういう部分がリアルになって、

正確に判断もできますから。�

村山　実際に画面に落としたときに商品

同士の見た目のバランスや納まりとか、

相性が良くわかるのも便利ですね。�

大嶌　新商品が出たとき、その発売と同

時にCADデータも出してもらえると、

もっと便利だと思うのですが…。�

北崎　私どもでも、お客様に新商品を少

しでも早くご提案いただくために、その

ような体制を整えたいと思います。�

近藤　他社のものに比べると、御庭番の

バージョンアップはスムーズにいってい

るほうだと思います。�
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司会　エクステリアの多様化が進んでま

すが、将来に向けて、ご自身のお仕事の

展望やOOCとしての取り組みなど、抱

負をうかがわせてください。�

村山　お客様のニーズをどれだけすくい

上げることができるかがいちばん重要だ

と思います。先ほども話に出たように、

このクラブを通じて知識を広げることが

自分の成長につながるので、今後ますま

す情報交換やコミュニケーションを強化

していきたいですね。�

矢端　私は、前職がハウスメーカーの営

業で、お客様が建物本体を優先して、エ

クステリアを後回しにするケースを多く

見てきたので、お客様の意識を変える必

要性を感じています。ただ、昨今のガー

デニングブームがひとつのきっかけとな

って、エクステリアにこだわるお客様も

増えてきているので、その傾向をもっと

高めていけるように、自分も勉強しなが

ら頑張りたいですね。�

今井　エクステリアは街並を構成する重

要な要素ですから、ある1軒のエクステ

リアを手がけるときでも、近隣の環境や

雰囲気まで考慮してプランニングを行う

のが理想です。ただ現実は、お客様のニ

ーズをどうしても優先させるので、なか

なかそこまで配慮が行き届かないことが

多い。でも、いつまでもそういう状況に�

流されていてはダメだと思うんです。実

は以前に、長野で都市設計の仕事をして

いる女性に、『群馬は街並づくりを何も

考えていないように見える。1軒1軒が

バラバラで、街としてのデザイン性がな

い』と指摘されたことがあって、ちょっ

とショックでした。今からでも、我々自

身がもっと街並づくりを意識したエクス

テリアを考えていくべきですね。�

司会　10年後ぐらいに、“群馬ってき

れいな街ね”と言われるようになるとい

いですね。そのためには次代を担うみな

さんの力が必要なので、ぜひ頑張ってい

あるじ�


